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 以上の実証的検討から，著者は，ボランティア動機と募金動機は 3 側面に分類できることと，援
助規範意識には協力しない相手への罰意識が含まれることを主張するとともに，ボランティア活動
と募金を促進する共通要因を用いて，ボランティア活動と募金の心理プロセスモデルを提唱してい
る。同モデルでは，共感的関心と社会的責任規範といった特性要因が，ボランティア活動と募金へ
の参加意欲を高め，ボランティア活動経験や募金経験を肯定的に評価した場合には活動の継続意欲
が高まると考察している。最後に，本論文で提唱したモデルの理論的位置付けや，今後の課題，社会
的含意について述べている。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
本論文は，ボランティア活動と募金を促進する要因について幅広い年代を対象に検討していた。
また，援助規範意識の研究を協力行動の研究と関連づけて検討することにより，オリジナリティの
ある知見をもたらしていると評価された。 
平成３０年１月１９日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め，関連事項について質疑応答を行い，最終試験を行った。その結果，審査委員全員が合格と判定した。 
よって，著者は博士（生涯発達科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
